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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

[bookmark: _GoBack]＜入室状況＞
【入院】山口　桜様～東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・沢野　茂雄様～至急採血指示あり実施。CRP緊急値、田名部Ｄｒ報告。経過観察。明日、主治医へ再度報告予定。

・松原　千積様～白内障の検査　眼科受診の日程調整。
眼科受診について主治医に、南部病院眼科受診より断られた旨、家族より連絡がごあり報告する。他の眼科受診するか検討するとのこと。南部病院眼科より情報提供書必要か→未定。

・佐藤　公子様～腰部から背部にかけ湿疹あり、ヘパリン類似物質ローション1本処方。
　　　　　　　　便秘時IFオーダー追加、センノシド処方。

・松橋　和大様～アンモニア高値が続いており、モニラック増量。肝機能正常化したこともあり、アマリールをジャヌビアに変更となる。

・藪　真弓様～主治医面談実施。診療録参照。

・梅田　とよ子様～ケア会議実施。診療録参照。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間の開放観察の指示あり。開放中他室侵入や私物弄り繰り返し落ち着きない様子あり、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8：00～20：00までの開放観察の指示あり。開放中はホールで書き物をして過ごされていることが多く不穏興奮なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さみられるも被害的言動等は見られず。臥床して休まれており問題行動なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・松橋　和大様～終日隔離中。対面時不穏さや切迫性なくホールで過ごされている。施錠にも拒否抵抗なく応じている。本日問題行動なければ明日より3時間の開放観察指示あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。午前午後2時間の両下肢開放観察の指示あり。対面時気分高揚感目立たず、問題行動等なく経過。施錠にも拒否抵抗なし。自尿も確認できている。拘束部位異常なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察状況＞
・宮崎　宏之様～処方・指示変更なし。

・佐々木　理佳様～処方内容変更なし。携帯、タブレットの使用についてはご家族様の許可の範囲範囲内であれば使用可との指示受ける。

・古積　幸太様～トラゾドン増量となり、以外は同内容で継続処方となる。

・佐藤　鉄男様～トラゾドン追加となり、以外は同内容で継続処方となる。

・榊　純一様～処方内容変更なし。退院支援を進めて行くよう指示あり。

・曽我　正子様～デエビゴ追加となり、以外は同内容で継続処方となる。

・梅田　とよ子様～ハロペリドール増量となり、以外は継続処方となる。

＜田名部Dr診察状況＞
・小栗　健太郎様～まずは東病棟Aユニットで安定して過ごす事を目標にしている事を話している。相談員松本氏と買い物目的にて外出希望あり、許可あり。相談員松本氏の付き添い可能なのか調整していく。

・安達　貴浩様～歯磨き、ティッシュ、下じきについて自己管理可となる。

・田中　倖太様～臨時薬内容変更となっている。

他、指示変更なし

＜入院患者様情報＞
・日　　時：令和7年8月28日　13：53
　氏　　名：山口　桜様（やまぐち　さくら）様
　生年月日：平成13年4月1日(24歳)
　病　　名：軽度認知障害
　合 併 症：下顎骨骨折の整復術後
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞

二戸市で同胞2名第1子長女として出生。小学校では普通学級に入学、6年生頃に父の暴力行為が
あり三戸町の祖母宅に転居。その後、児童相談所で知的障害があると判断され、H26年4月、三戸
中学校特殊学級に入学。偏食が激しく祖母や伯母に対する暴言があり、家族より相談支援事業所に
相談していた。易興奮性もみとめられていたことから、H29.3.31さくら病院を受診。「軽度知的障
害」と「注意欠陥多動障害」との診断で薬物療法開始したものの、同年4月に岩手県立盛岡みたけ
支援学校二戸分教室高等部に入学したため、H30.10.15近医である一戸病院へ転医し治療継続。R2
年3月に同校高等部を卒業し、障害者生活訓練施設「青山荘」へ入所。施設入所に伴い当院へ転医
となり、R2.4.17当院初診。R5.2より訪問看護ステーション五福の利用開始。同年3月グループホ
ーム弐番館へ入所し、日中は就労移行支援事業所わーくみなとの利用を開始した。しかし、就労継
続支援Ａ型の体験利用やグループホームでの生活に適応できず情動不安定となり、R5.12グループ
ホームを退所し、再び障害者生活訓練施設「青山荘」へ入所となる。入所に伴い、訪問看護や就労
移行支援事業所の利用は中止した。以後、当院外来への通院・服薬を継続していた。内服により病
状は小康状態であり、疎通性も良かったがR7年6月頃に祖母が亡くなり、外来診察中に泣くこと
があった。施設からと朝寝坊などに関して注意を受けるようになった。月１回定期的に受診はして
いたものの、数日分内服薬が足りないこともあり、このころから内服薬の過量摂服用の兆しがあっ
たようである。7月28日青山荘2階より転落。八戸市立市民病院へ救急搬送され”下顎骨骨折の整
復術”を施行。身体加療も落ち着いており、青山荘での対応は難しく当院での転入院依頼あり。　
本日、東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
